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川毛沢奴の中国は、一九四九年以都にさえも、毛思想の患者毒装警、多面的であるが、霊でロして脅してきだ、ソ迎修正し、「近代他」n「西宮とい
11J（会主N）首への返さぷ請に中間寝室雪之だよ
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川クトを与えてきた。その成立とそしかし、四人組打倒以後の中国いう三つの側函に分けて考言こ依どうなるのかという点であ穏となるのかもしれない。
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川ア議の形成を一－一十年間にわたっ請によってプロ毒薬質的にきの思窓側面について、ま室審議した置は、近代化といっても湾問的にも詩的に一、真一係そ完全に再編成する震となつないとしても、意思寝込山

川て別手話突きなおの弓否定したばかりでなく、毛思想そず第三留になるでるろうことを急ぐただの「巨大な鎚践途上も、警暴かつ耐震なインパ一i一た。諸的なインパクトは 、五係がこれまで示してさによっに 、川
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ご聞やg力差の思想を通じて、第をも家出してしまった。
「富国強兵」のための震震を
喜界に対して誇してきだユニまちがいない。罰的に見るなら
スプ一丸山一が強まると雪24zo－－えないaれ早かれ中闘が主回～とっても川

川三世界の民護憲励に多大な彩郷小平間請の事による議定ることを目的とするものであ12毒薬うことになるのでば、邸小平副話の再建によっ一一J：～…一
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川最も英霊講義とでもいえ整耳に対してのみならず、全世界らの資本、生産財・語的ノ1ハば、中国は近代化寝室めるこが、外交的には患者友好条約一
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中関・ベトナム戦争にしても、私たちの山知に間ちた範験からい
秩序はP、開聞社会に対する中凶されているということで、日ぷで化には、このよろな統一への泊題
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ようですが、臼本や米国では、中って正しくないことが明らかにさんですが、中聞にとっては、快即日・ベトナム戦争にしても、中闘の思います。
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国が斜そしたというふうに受けとれているのです。

認調その他について、郎外閣とど日米宏保条約支持発一回にしても、
台湾に開じて滋、五五年の凶慰

められていま叫んですね。

中国・ベトナム峨争は国協紛争うむっ共通の認四酬を持見玄＠かと
甲本の知詩人に大きな衝盤を与来は樹発古川以来、一平初的解決が中

同日ン中闘がベトナムに対してであ呈出して、中印刷鳩紛争の渇いうことは大事なことだと嬰Jの
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矢野先生のおっしゃった中凶・ペ来十七年間、この地械では平和がしても、それは会支興演の日本や
中同の行動は、米同はもちろ少なくとち之泌による解決の川一磁

トナム戦争のプラスとマイナスに保たれています。皮肉にも、申国アメリカの社会なんで、そういうん、むしろ必出アシアの人の方がは拡大していま子。ただ、防間的
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プは確かにあると胤います。中尉た似然のもたらす阪史的感味につ
き水しても、果たして効果がよが

統一般的刊の間四ぞ出されまレた

・ベトナム撃を、
自の行動いて請をωることができよラかるかどうか。閉じこを、今回の
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人たちからも聞かされています。いては、短期的なプラス、マイナ代化政策批判に対する湾指判とし
りン中間の対アジア政係の島出動をながめてい司も、よくわから

しかし、中間人にとっては、ベスで評価をすべきではなく、基本て「経験がなく、＝一十年間も鎖間大の関心ぷは、アジアお国間の対なかったり、そのために滋見の対

トナムの行動は明白な侵略であ的、開略的な分析を行ったう一
状態で思想がふさがってしまった
忽や紛争の可飽な限抗日平和的な解
説が起きたりよ一v問卸がありまし

り、それを閉止しない限D、膨必で、もう少し延期的な怠味を殉鮮のが阪図だ」、また「十滋年来、
決ということにゐりますが、究必ょう。
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主識につながると何らの幻忽を抱すべきではあるまいか、と私は胤夜郎自大、弁の中のカワズとなっ的には、F火凶の岡山相に対抗する
きょうは、中同の悦凶作に対する

かずに臼唱えているわけです。いろいます。

た」ということをみずからいってための併舛的な統一同協凶成の一インパクトをい一いろな側刷か・り

いろな幻怨が世界大戦につながっ
申川崎川問先恨のおっしゃつにいますが、いわぼ閉山小平悶待も、
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考えてみたわけ正すが、ここでま

伝統的、中両的な伊川押Uを鴨却し統一宇一Q必泌があると川町えていとまった益え堂島hmせぷ、のは

て新しい閣際認おを持つ必艇を説る、と思います。
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決定的にしたこと、結果的にソ巡

勉山中川聞のmw的な戦協慨にこの結果、中闘はアジアにおいてをより深くアジアに引さ入れてし

ついてのリン先供のご見解には、は意外に非合到な励きをし、意外まったこと、それでいて、いささ

一おおむね立成なんですが、ペトナにしたたかで将大になる。日本政かEM1磁を欠くポル・ポト政権交

印一ム悦波の「引烈、引利、引密に府のいうさつに「中閣は刊紘凶家おまであえてして、結Mカンボジ

岨一ついては「引問」「引制」はとにでない」とい・つのは、アジア以外ア問凶をどラにもできなかったの

り一かく、「行列」だったかどっか。の欧州では氾しいとじても、アジではないか、ということで、私は

1一つま。、ソ辿の川市力似以の中でアにおいては米知成ではないかとマイナスの万が深刻だという分析

か一は、中川の対説置がかなり川辺いう気がするんです。

です。

l一な寝間になっていることは舷か
このように「アジアにおけあ中
川田われわれ間際関係省草

月一で、その制点からはると、中同の図」を汚えていくと、中間がベトっている仰の白からMMると、中沼

Y一ベトナム俗悪川、ソ述、ベトナムナムに対してある時間の外交的な不

年一間の、．ずなを抑似する山向に倒手際をしでかした、ということが

1・
・

均一色、また、ソ刊のγシγ民主
将るような訴すあんですね。

、』ヨ
～
‘

ω一け
3
3を併する必然に
中制私もやはり、中緊迫

AVF
ノ＼

年一なったのではないか。とすれば、
留に対しては、どうも大間的な

‘
｛

4一果たして中一同は、その目的を注目出一行間に出ていることは否定できな

5τたといえるだろうか、という滋いと要Jんです。そこに中国の伝

湘一聞がああんです。その巧みな占じいおなエスノセントリズム（中沼

田一んはど，つお笠んでしょうか。
思gそ哨判じるんですがね。

一矢野い浪鰍山さんが出された
矢野中間・ベトナム戦争のパの人たちが貯えている凶際問問係

一問団は、かなり川火な以をついてランス（収支）J慨をしてみますは、力関係が稿本になってい一。ぷ

一いると雪んです。中凶はアジアと、
出にとっては、間際的にみうですν、いまの中閣の巧えてい

一の申の中断ということを相円相いくてマイナスの方が大きく、絶Mこる外交は古い形の外交なんではな

一態和νていて、非アジアのソ巡にの嚇争は引だったのではないかといか、という気がいたします。中

一一は「アジア間以にロを突っ迅む思うんです。プラス函では，限定国の大学の先生と話していまして

一な」といい、逆にベトナムには
作戦eでベトナムに中閣の，無限も、一一間間関係での必え方が強

た一「ソ沌みたいな非アジア的な同と定作峨uの街印刷をぷぷさせたこく、では別代償凶引を包括的にどう

－Z一くっつくな。もっとアジア附記阪と、ベトナムへの「制服」発二の
予えているのかがはっきりしな

良一る吋え」といい、アジアは中間の
%Mで申凶の外交的特いの口組鋭
い。世凶作必臓の点で、われわれと

也一ものだという
芸品んでいる節
議出品えつけ、またアジアの聞にずれがああんじゃないか、

公一
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